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「オリンピック、観戦者として思うこと」

第30回夏季オリンピックが7月27日にロンドンで開幕します。オリン
ピックが始まれば、「誰が金メダルを取った」とか、「どこの国がいくつメダル
を取った」という話題で、メディアが賑わいます。報道の仕方にもお国柄が
表れるようで、日本では、出場チームの準備状況に加え、選手の競技人生
におけるドラマ性にもスポットが当てられます。これもオリンピックの見
どころの一つです。

オリンピックは、別名「平和の祭典」と呼ばれ、「戦争による殺し合い」を
「競技会」に変えることが目的だったといわれています。「オリンピアード（原
文）で重要なことは勝つことではなく参加することである」。セントポー
ル寺院で、選手の栄光を讃えながら、ペンシルベニアの司教が説いた言葉
の通り、参加国・地域は、第1回アテネ大会の14カ国から、前回の北京大
会では204カ国・地域にまで増えているそうです。

しかし、戦争を回避するために始めたオリンピックも、過去には世界大
戦により三度中止になりました。また、開催されても、ボイコットする国
が出たこともありました。オリンピックには、光と影、二つの顔が存在し
ます。国と国の威信を懸けた政治的な思惑がありながらも、純粋なスポー
ツの一大イベントとして開催される「人類による平和の祭典」でもあります。
だから「参加することに意義がある」のだと、この原稿を書きながら、あら
ためて強く感じました。

一方で、競技である以上、「参加する」となれば、勝敗が競われます。そこ
は、貧しい国も富める国もない、共通の土俵の上での「競争」です。「競争」
を可能にするには、同一のルールであることが必要です。ルールに則って
競争することで、競争相手を対等と見なす心構えができ、フェアプレイ精神
が生まれる。共通の土俵で戦うライバルが強ければ強いほど、そのドラマは
盛り上がる。強いライバルに決して臆することなく、何よりも自分自身を
より高い次元へ引き上げる戦いに、果敢に挑む姿に人々は感動するのです。

オリンピックが持つ「光」と「影」のせめぎ合いを感じながら、ロンドンで
の開催を心待ちにしています。そして、オリンピックあるいはスポーツが、
私たちに与えてくれる感動と健闘を讃える気持ちを忘れることなく、日常
生活の中でも感動のドラマをもっと生み出していけたらと願っています。

【ドイツ／アールヌーボー柄】
新しい芸術を意味するアールヌーボー。19世紀末から20
世紀初頭、ヨーロッパで広がった国際的な美術運動です。
建築、インテリア、工芸品と多岐にわたり曲線が特徴です。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


